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Dragon’s blood およびフレーバードティーの 
ポリフェノールに関する化学的研究 
(Chemical constituents of polyphenols from Dragon’s blood and flavored tea) 
 
 


































１-1．麒麟竭（red resin from fruits of Daemonorops draco）に関する研究 
麒麟竭のクロロホルム抽出エキスを silica gel, Sephadex LH-20, ODS, preparative 
HPLC などの各種クロマトグラフィーで分離精製し、3 種の新化合物を含む 11 種の化
合物を得た。新化合物 5-7 の化学構造は 1D-, 2D-NMR, MS などの解析に基づいて決定
した（Fig. 2）。本樹脂の主要成分の一つであるジヒドロカルコン 11 は通常の植物生合
成機構では説明できない位置にカルボニル基を持つが(Fig. 3)、今回得られた C 環 2
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Fig. 3  Biogenetic relationship between flavan and unusual dihydrochalcone. 
 
１-2．竜血竭(resin from wounded wood of Dracaena cochinchinensis)に関する研究 
竜血竭のメタノール抽出エキスを、同様のカラムクロマトの手法により分離精製し、
2 つの新化合物を含む 27 種の化合物を得た。新化合物 12 と 13 の化学構造は各種スペ
クトルを解析することにより Fig. 4 に示すように決定した。これらはジヒドロカルコ




Fig. 4  Structures of new compounds (12, 13) and thiol degradation products (36, 39), and 
plausible structure of polymeric polyphenols of D. cochinchinensis. 
竜血竭の主成分は構造未解明の高分子ポリフェノールであるので、ゲルろ過により
高分子成分を分離して 13C NMR スペクトルを検討した。それをもとに 12 や 13 に示
す構造と同様な結合様式で構成ユニットが重合していると仮定し、ベンジル位での置
換反応を期待して 2-メルカプトエタノールと共に酸性条件下で加熱した。その結果、











を混合して生成物を分離精製した結果、化合物 43 が得られた（Fig. 7）。この生成物
は、2 つのカテキンユニット及び 2 分子の cinnamaldehyde から構成されており、カテ
キン類の重合がカテキンの A 環と不飽和二重結合の間で起こることを示している。 
 
 
Fig. 7  Co-polymerization product 43 of EGCg and cinnamaldehyde 
［考察］ 
ヤシ科植物由来 Dragon’s Blood「麒麟竭」のポリフェノールは主に低分子フラボノ
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